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【はじめに】 従来のシリコン系の太陽電池は電力生産用として用いられているが、可視光線を吸収する黒色で

あるため、設置自由度が低い欠点を有する。我々はこれまでガラス基板上に透明酸化物半導体の一つである

NiOやZnOを用いた可視光透過型太陽電池[1]や、可視光透過ガスセンサ[2]の試作を行ってきた。これら半導

体デバイスに透明 CMOSを組み合わせることで、様々な機能を有する「インテリジェントグリーンハウス」や「透

明 IoTデバイス」を実現することが可能である。本研究では、設置自由度を更に高めるため、透明フレキシブル

基板上に可視光透過型太陽電池を試作した。また、太陽電池の電気特性及び物理的な変形（曲げ）等による

電気特性の変化などを評価した。 

【実験方法】 フレキシブル可視光透過型太陽電池の構造を図 1 に示す。ITO（下部電極）、n-ZnO、および

p-NiO層はRF リアクティブスパッタ法を用い透明ポリイミド基板(トーメッド@Industrial summit Technology)上

に非加熱堆積した。太陽電池の曲げ耐性を検討するため、90 回曲げ試験（曲げ半径 1cm）を行った。曲げ試

験前後の太陽電池の電気特性の変化を調べるため、発電特性（J-V）等を測定した。 

 

【結果及び考察】 図 2にフレキシブル可視光透過型太

陽電池の J-V 特性及び曲げ試験前後の変化を示す。

曲げ試験後、短絡電流密度(Jsc) に大きな変化はなか

ったが、開放電圧(Voc)は 20%程度減少した。光吸収

層である ZnO は多結晶半導体である程度の物理的な

変形に強いため、Jsc の変化はなかったと推測される。

一方 Vocの減少は、曲げ試験による pn接合界面の物

理的な変形で欠陥が生じたことが一因であると推測さ

れる。曲げ試験後の試料に熱処理(N2 雰囲気、150oC、

15min)を行うことで Voc が曲げ試験前の値まで増加し

た。この結果から曲げ試験後の pn 接合の界面の欠陥

量が熱処理により減少したと推測される。曲げ試験に

よる劣化や熱処理による回復メカニズムなどの詳細は

当日報告する。 
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 図1.フレキシブル可視光透過型太陽電池の構造 
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②曲げ試験後

③熱処理後

①曲げ試験前

 

 図 2.曲げ試験及び熱処理前後における 

J-V特性の変化 
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